
 

 

朝日町立宮宿小学校 学校だより No.１６ 令和５年９月２９日 校長 秋場 一憲 

繋 かぼちゃっこ 
「笑顔きらきら・夢いっぱい・いきいきチャレンジ宮小っ子」 
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 ９月１３日（水）に第１回目の職業講話を実施しました。４～６年児童を対象に、３名の地域講師より

ご自身の職業の魅力や働き甲斐などについて熱く語っていただきました。子供たちは、お話に熱心に耳を

傾け、職業観や生き方など多くのことを学びました。１１月に第２回目を実施する予定です。 

 
４年生：「朝日町役場職員」 田中友崇 氏 

５年生：「障がい者製品販売支援」 鈴木遥子 氏 

― 地域学校協働活動・キャリア教育一環として ― 

６年生：「ロイフェン工場長」 熊谷良作 氏 

○私は、自分で仕事を作ることができると初めて分かりました。障がいを持っている人は直接物を売
ることができず、売る人が間にいることにびっくりしました。        （今井唯那さん） 

○仕事は１つしかできないと思っていたけれど、２つ、３つといろいろできることが分かりました。 
                                     （佐藤初菜さん） 
 

【講話の骨子】 

○人の役に立つ仕事をしたいと思い、自然豊か 

な朝日町が好きなので役場職員になった。 

○空気神社の運営や町内のイベント企画・運営

に携わっている。 

○町民の方々より「ありがとう。」と言われる

ことがうれしい。 

○小さなことで構わないので、目標や夢を持っ

て欲しい。 

 

 【講話の骨子】 

○これまで複数の職業を経験してきた。そのよ

うな中、障がいのある方々がもっと多くの賃

金をもらえるようにしたいと思った。 

○障がいのある方々が作ったものを、誰に、ど

うやって売るかを考える仕事をしている。 

○働き方は多様であり、いろいろな仕事と働き

方がある。また、外国にも行って欲しい。 

【講話の骨子】 

○大学で学んだバイオ技術を活かして、食べ物

の生産に携わりたいと思っていた。 

○ダチョウの数を増やし、町の名物にしたいし

作ったものをおいしいと言ってもらえると

うれしい。 

○夢を持つことが大切。歩みを止めず転がって

いれば、夢を叶えることができるはず。 

 

 



 

 

ボリビアの音楽文化を体全体で満喫！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 １０月１９日（火）に、

創遊館にて町芸術鑑賞教室

が開催されました。今回は、

ボリビア並びに周辺国の音

楽を味わいました。リズム

に乗って子供たちが大声を

出したりジャンプしたりす

る場面も・・・。会場全体

が熱気に包まれ、素晴らし

い鑑賞教室となりました。 

「クルス・デル・スール」の皆さんの演奏に魅了されました。 


